
SSS24-P10 会場:3階ポスター会場 時間:5月 1日 18:15-19:30

グリーンランド氷床ダイナミクスと氷河地震活動
Greenland Ice Sheet Dynamics and Glacial Earthquake Activities
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近年グリーンランド氷床は、衛星観測データから氷体積が顕著な減少傾向にあり、かつ減少速度が加速している。グ
リーンランド氷床、特にその縁辺部での流動・崩壊・流出に伴う振動現象である、「（氷河地震, Glacial Earthquake）」が
21世紀に入り顕著に観測されている。このような、氷床内あるいは氷床底部で起きていると考えている氷河地震の発生
メカニズムと頻度は、氷河流動および近年の気候変動との関連性が指摘され、これらを解明することはグリーンランド
氷床の変動メカニズムと温暖化増幅作用を知る上で重要である。グリーンランド氷床に広帯域地震計を設置して氷床及
びその縁辺部で発生する氷河地震の頻度を観測し、氷床流動と氷河地震の関連から氷河地震の発生メカニズムを解明す
る。氷河地震の発生頻度は、21世紀の最初の 5年間で倍になっており、季節変動が見られることから、その活動は氷河
の下を流れる水路の変動を反映しており、最近の気候変動による氷床の後退の速度変化が原因となっていることを示唆
する。本研究では、グリーンランド氷河に設置した広帯域地震計によって、氷河地震の発生機構とその活動を解析する
ことにより、地球温暖化による氷床後退と氷河地震発生との間の関連性を明らかにする。ETASモデルを用いた統計解析
からは、2005年以降の氷河地震の分布は、グリーンランドの北西の海岸で増加している様子が見て取れる。このように
グリーンランド氷床の地震活動と発生過程から、地球温暖化の影響を評価する研究計画は独創的であり、グリーンラン
ド氷床の気候変動に対する応答メカニズムの解明と将来予測について、新しいデータセットと学際的視点をもたらすこ
とが期待される。
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